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【部会･分科会活動報告】 2013年11,12月度 
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食品微生物研究部会 1. 芽胞菌分科会 
(1) 11/18 於 ILSI会議室 硫化黒変菌の情報共有 
(2) 12/11於 ILSI会議室 今後の方針設定 

2. MALDI-TOF/MS分科会 
日本缶詰協会と菌株の受け渡し方法等について随時打ち合わせ 

3. チルド流通食品分科会設立準備委員会 
11/29於 ILSI会議室 

4. 次回部会全体会議 
1/17 於（株）花王 すみだ事業場 

食品リスク研究部会 1. 運営会議（12/16, 15:00～17:00, 於 ILSI事務局） 
各活動の進捗報告、来年度活動計画について議論。 
新規WGの提案があり、今後進め方等を検討する。 

2. WG 活動 食品の安全性試験を考える会（12/16, 13:00～15:00, 
於 ILSI事務局） 

＜今後の予定：食品の安全性試験を考える会および新規WGの会合

を2月頃に開催。部会運営会議は7月頃を予定。＞ 
食品アレルギー研究部会 特になし 
香料研究部会  
食品安全調査研究部会  
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植物研究部会 バイオテクノロジー研究会としての開催で下記参照。当部会として

の会合と重複。 
  環境リスク評価分科会 1) ERAプロジェクト調査報告第13号（DEC 2013号）発刊。 

2) ERA懇談会開催 11/11 
  アレルギー性タンパク質の分析  
  方法分科会 

特になし 

  組換え体検知法分科会 検知法関連の動きの解説 
バイオテクノロジー研究会全体 1. 部会開催（11/7） 

ERA調査報告勉強会 
2. 本部要請によるオタワシンポジウムへの参加学者の推薦 
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栄養研究部会 1. 第2回ライフサイエンスシンポジウム企画委員会開催（11月13
日、8名）。 
ライフサイエンスシンポジウムプログラム案を作成。部会（12
月 12 日）にて案を再調整後、演者候補への講演依頼作業開始、

継続中。 
2. 栄養研究部会（12月12日、13名） 
・ 2013活動報告。2014活動計画案紹介、承認。 
・ 第7回栄養とエイジング国際会議プログラム委員会①報告 
・ 第2回ライフサイエンスシンポジウム案の再調整。スケジュー

ル調整。演者候補担当の調整。 
3. フラッシュレポート：早稲田大学柴田重信教授による時間栄養学

WG勉強会「時間栄養学の視点による新規食素材開発の可能性」

の概要を ILSI誌フラッシュレポートとして寄稿。 
GRプロジェクト  
茶類研究部会・茶情報分科会 ・ 11 月 7 日、第 5 回国際 O-CHA 学術会議（ICOS2013）におい

て ILSIセッションを開催した。 
食
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食品機能性研究部会 特になし 
  脳機能分科会 特になし 
  免疫能分科会 特になし 
  ロコモ分科会 特になし 
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寄付講座 
「機能性食品ゲノミクス」 

・ 2008 年 12 月に開始した第 II 期東京大学 ILSI Japan 寄付講座

は、2013年11月に終了。 
・ 第 III期寄付講座（2013年12月開始、5年間）参加企業決定。 

C 
H 
P 

Project PAN 
（Physical Activity and Nutrition） 

◇ テイクテン（TAKE10!®） 
11/1, 5, 6, 7, 15, 26 「すみだテイクテン 第9期講習会（初心者向）」

（墨田区4会場） 
11/12, 19, 20, 21, 22, 28 「すみだテイクテン 第9期フォローアッ

プ教室」（墨田区6会場） 
11/5 震災被災地支援：石巻専修大学共創センター主催 元気はつら

つ！健康習慣セミナー 講話（講師：木村美佳、稲井公民館・石巻

市） 
11/ 9 第8回日本応用老年学会大会(札幌医科大学・札幌市） 
一般演題口述発表「複合型介護予防事業『すみだテイクテン』の効

果 ―世帯形態による違いについて」 
11/11-12 震災被災地支援：いしのまきテイクテン（講師：木村美

佳、石巻市仮設南境第5団地集会所、北上地区仮設にっこりサンパ

ーク団地集会所） 
11/18 墨田区介護予防サポーター養成講座 講義「栄養改善」（講

師：木村美佳、墨田区役所） 
11/19 江戸川人生大学 介護･福祉学科講義「介護予防」（講師：木

村美佳、篠崎文化プラザ・東京都江戸川区） 
12/2-3 震災被災地支援：いしのまきテイクテン（講師：木村美佳、

石巻市仮設南境第2団地集会所、北上地区仮設にっこりサンパーク

団地集会所） 
12/10, 12, 17, 18, 19, 20 「すみだテイクテン 第9期フォローアッ

プ教室」（墨田区6会場） 
Project SWAN 
（Safe Water and Nutrition） 

11-12月 ナムディン省の2地区10か所の村にて、地域ヘルスワー

カーを対象とした啓発活動トレーニングを実施 
Project IDEA 
（ Iron Deficiency Elimination 
Action） 

12月 鉄・リジン強化米の3か月間の介入試験結果の評価中(バンガ

ロール、インド) 
12月 フィリピンFNRIが、米を鉄分とリジンで強化する為のプレ

ミックスの開発を開始(フィリピン) 
CHP全体 12月 ニューズレター（日本語版）発行（No.18） 

国際協力委員会 
 

平成25年第9回委員会開催（11/21） 
1) 農林水産省平成25年度食品産業グローバル革新支援事業 
・ 情報収集進捗見通し（ILSI該当支部には依頼済み） 
・ 国際会議：来年3月4, 5日ヤンゴン（ミャンマー）で開催予定 
・ 1日目：（公開）ミャンマーの行政機関（主としてFDA）及

び研究者を対象とした教育的セミナー 
・ 2日目：（非公開）農水省、厚労省、ILSI、ミャンマーFDA 
・ 出来るだけ当委員会のメンバーから多く参加するようにした

い 
2) 農水省プロジェクト来年度以降の見通し 
・ 現在の公募・応募形式ではなく、委託形式になる模様 
・ 国（欧、米、ブラジル、ロシア、UAE 等）、品目（調味料、

菓子、レトルト食品等）を広げ、データベース化する意向 
3) コーデックス栄養・特殊用途食品部会会議報告 
・ トランス脂肪酸フリー強調表示：実質討議が始まるのは 2015

年からか? 
・ 栄養参照量（NRV）、非感染性疾患に関わるカリウムの潜在的

NRV、フォローアップミルク、育種選抜により栄養強化された
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農作物由来食品の表示等 

4) 次回は1/10（金）15-17時に開催の予定（事務局会議室） 
情報委員会 1. 委員会開催2回（11, 12月） 

2. ホームページ 
・ 日常業務としての更新 

3. 「栄養学レビュー」誌 
・ 22巻1号（通巻82号）：11/10発刊 
・ 22巻2号（通巻83号）：編集作業進行中（2/10発刊予定） 
・ 22巻3号（通巻84号）：翻訳進行中（5/10発刊予定） 

  編集部会 ・ 「イルシー」誌115号発行 
・ 「イルシー」誌116号、原稿査読・編集 

 
【講演会･シンポジウムご案内】 
講演会名 案内 担当研究部会 
 
 

  

 
 

  

 
【事務局からのお知らせ】 
理事会 
 

平成 25 年度第 3 回理事会が平成 25 年 12 月 25 日（水）午後 5 時よ

り ILSI Japan会議室にて開催された。 
1. 審議事項 
「第7回栄養とエイジング国際会議」の開催について 
山口事務局長が提案した。 
審議の結果「第7回栄養とエイジング国際会議」は秋に開催するとい

う方向で検討し次回理事会で再度審議する。 
2. 討議事項 
山口事務局長が 2014 年度活動方針（昨年度の継続）について説明し 
討議した。概要は以下の通り。 
(1) 活動戦略を策定・・基軸に基づき研究部会活動、国際会議を計画

し活動を推進している。 
(2) 科学諮問委員会・・栄養とエイジング国際会議のプログラム委員

会メンバーとして実務を開始している。 
(3) 国立研究所との連携・・国立研究所とセミナーの共催、情報交換

の場を設定している。 
(4) 他支部との連携・・東アジアプロジェクト、BeSeTo 会議等を通

じて順調に推進している。 
(5) 情報発信・・担当者の加入、発信活動の充実に向けた提案を行い

情報発信の充実を図っている。次の機会に具体案を担当者から提

案させる。 
3. 報告事項 
山口事務局長より以下の案件を説明した。 
○2014年 ILSI Japan支部総会の議事事項（案） 
平成 25 年度事業活動報告書(案)、平成 26 年度事業活動計画書(案)を
検討して次回理事会に意見を伺いたい。 
○第8回ILSI Japanライフサイエンスシンポジウム プログラム（案）

について説明した。 
日時: 2014年2月20日 13:00～17:45 
場所: アーバンネット神田カンファレンス（定員：96名） 
○ILSI本部総会について 
ILSI本部総会が2014年1月17～22日バミューダで開催される。 
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○東京大学 ILSI Japan寄付講座「機能性食品ゲノミクス」第Ⅲ期に

ついては22社の参加を得て継続することになった。 
事務局 
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